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8 月 25 日
「家庭の味として継承されるサバずし 和歌山が日本に誇る食文化」リビング和歌山（和歌山リビング新聞
社），2009 年 11 月 14 日
「紀州から始まる魚食文化　和歌山県は 1本釣り発祥の地　紀州漁民のパイオニア精神と発案力が光る～
すさみケンケン鰹～」リビング和歌山，2010 年 4 月 24 日
「紀州から始まる魚食文化 3　古代日本文化が現在の和歌山に残り　漁法や食べ方も地域の特色が光る～
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「紀州から始まる魚食文化 5　漁師の家庭で伝わる飛魚料理 串本の食文化を広げる新たな活動が始まる ～
知られざる空を飛ぶ魚の味～　リビング和歌山，2010 年 8 月 28 日
「紀州から始まる魚食文化 6　和歌山市民は日本一の海老好き　“紀州足赤えび”のブランド成長に期待～
日本人は古くから海老が好きな民族～」リビング和歌山，2010 年 10 月 16 日
「紀州から始まる魚食文化 7　高度成長期とともに食文化が発展　マグロを語るふさわしい土地が和歌山




料に使用～」リビング和歌山，2011 年 4 月 2 日
「紀州から始まる魚食文化 9　紀州から語りたいスズキ目イサギ～和歌山県の魅力は海と食卓のフード・
マイレージのちいささ～」リビング和歌山，2011 年 5 月 28 日
「紀州から始まる魚食文化 10　粉河地域に伝わる祭りと食の地域文化～半夏生に珍重された食材・蛸～」
　リビング和歌山，2011 年 7 月 23 日
「紀州から始まる魚食文化 11　紀州の食文化はやせたサンマならでは～お正月や伝統行事のごちそうとし
て振る舞われる味～」リビング和歌山，2011 年 10 月 8 日
「紀州から始まる魚食文化 12　東京・築地で評価が高い和歌山産のホウボウ～鯛にも通じるめでたい祝い
魚として全国各地で珍重される～」リビング和歌山，2012 年 2 月 18 日
「紀州から始まる魚食文化 13　太刀のように鋭く美しく，そして“美味”なる魚～昔から伝わる有田の食
文化，工芸品にも利用～」リビング和歌山，2012 年 6 月 9 日
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クエの食文化～」リビング和歌山，2012 年 9 月 29 日
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材に～」リビング和歌山，2012 年 12 月 8 日
「熊野の地域資源と協働の地域づくり～山村からの視点～」『国際熊野学会会報』Issue18，2013 年 1月 1日
「紀州から始まる魚食文化　最終回　肉より歴史が古く和歌山の魚食文化を総称する料理～和食が注目を
浴びる中，国内外に発信を～」リビング和歌山，2013 年 2 月 9 日
